
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１２日（金）の CT で、「進路決定者が語る会」が開かれました。今年度卒業される先輩方

の中から数名、自身の進路活動について語っていただきました。進路活動を始めた時期、大

変だったこと、それをどう乗り越えたかなど、今の自分たちに活かせる話をたくさんしてくだ 

さったと思います。先輩方の話を聞いた皆さんの感想を一部紹介しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年次の皆さん、インターンシップお疲れさまでした！いかがだったで

しょうか？？自分がやりたかったこと、学びたかったことはできたでしょ

うか？普段とは異なる環境で数日過ごし、疲れていると思うので、まず

は一休みして、疲れが取れたらすぐに振り返りをしてみましょう。自分が

得たものを確認したり、そこから何を考えたのか、今後にどのように生

かしていくのか、振り返りではそういったことを考えてみましょう。大切

なのは PDCAサイクルです。必ずその経験を Check（＝確認）すること！ 

 裏面で２年次の皆さんのインターンシップの様子を掲載しておきます。皆さんが自分の仕事

を一生懸命こなしている姿がとてもよかったです！ 
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 まだ少し肌寒い日々が続いていますが、どのようにお過ごしでしょうか？体調は崩していないで

すか？換気や防寒など、自分ができる対策をしていきましょう。 

 さて、2024年になっての最初の進路だよりです。皆さん今年の目標は決めましたか？まだとい

う人はぜひ今年やりきること、継続することを決めてみてください。そして、決めっぱなしで終わる

のではなく、月に 1回程度のペースで振り返りをしてみましょう。今できることを明確にするために

必要なことが「振り返り」です。貴重な高校生という時間を、余すことなく使うためにも、時折後ろを

振り返って、今後の旅路の計画を修正していきましょう！ 

それでは、皆さんの 2024年が素敵な年になりますように。今年も頑張りましょう！ 

２年次インターンシップの様子 

1月 12日進路決定者が語る会について 

【感想】 

・進路決定のために、たくさんの情報を集

めたり、進路を選び取るほどの成績を積

み上げたりしておくことが大切だとわ

かった。 

・自分を見直し、興味があること、得意な

ことや苦手なことを知り、理解度を高め

ていきたい。 

・職場はしばらく自分の身を置く場所な

ので、軽く考えず、先のことを深く考え

ていく必要があると感じた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２日（金）には、１年次の皆さんによる職業研究発表が行われました。冬休み前から準備

してきた職業研究の成果が結実した発表会でした。皆さんがそれぞれ自分の調べたことや学

んだことをしっかりと伝えようとする姿勢が見え、発表のためのスライドも工夫されて作られ

たものが多かったです。１年次の皆さんは、この職業研究を通じて、進路決定に対する意識は

変化したでしょうか？「まだ１年次だから」と思っていると、あっという間に決断の時間に対面

します。本当にあっという間です。このような機会を通して、将来自分がやりたいことは何か、

そのために今からやっておくべきことは何かということなどを少しずつ考えられるといいで

すね。 

 ひとまず、職業研究発表お疲れさまでした！ 

 

１年次職業研究発表について 

２年次の皆さん、お疲れさまでした！ 


